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は
じ
め
に

―
清
聖
諭
と
い
う
も
の

本
稿
は
、
寛
政
期
の
懐
徳
堂
知
識
人
に
よ
る
清
聖
諭
『
聖
諭
広
訓
』
の
講
釈
に
焦

点
を
あ
て
、
当
該
期
の
知
識
人
層
に
お
け
る
清
聖
諭
の
受
容
の
諸
相
を
分
析
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
彼
ら
の
学
問
観
・
民
衆
教
化
観
と
当
該
期
清
朝
文
教
政
策
と
の
関
連

性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
清
聖
諭
と
は
、清
朝
皇
帝
に
よ
る
庶
民
教
化
に
関
す
る
勅
諭
を
指
す
。

代
表
的
な
も
の
に
、
康
熙
帝
が
頒
布
し
た
「
康
熙
十
六
諭
」（
一
六
七
〇
）、
雍
正
帝
が

頒
布
し
た
『
聖
諭
広
訓
』（
一
七
二
四
）
が
あ
る
。

明
朝
か
ら
、
皇
帝
自
ら
が
道
徳
教
化
に
関
す
る
聖
諭
を
頒
布
し
、
庶
民
教
化
に
聖

諭
を
活
用
す
る
と
い
う
伝
統
が
あ
る
。
明
太
祖
洪
武
帝
が
頒
布
し
た
「
孝
順
父
母
、

尊
敬
長
上
、
和
睦
郷
里
、
教
訓
子
孫
、
各
安
生
理
、
毋
作
非
為
」
を
唱
え
る
聖
諭

（
一
三
九
七
、
明
聖
諭
、「
六
諭
」
と
称
さ
れ
る
）
は
、
明
・
清
朝
を
通
じ
て
継
承
さ
れ
た

だ
け
で
な
く
、
近
世
日
本
に
お
い
て
も
、
明
末
清
初
期
の
学
者
が
編
纂
し
た
「
六
諭
」

の
談
義
本
『
六
諭
衍
義
』
を
藍
本
に
、
室
鳩
巣
が
和
解
し
た
教
訓
書
『
六
諭
衍
義
大

意
』
な
ど
が
庶
民
教
化
に
機
能
し
て
い
た①
。
清
朝
初
期
、
順
治
帝
は
順
治
九
年

（
一
六
五
二
）
に
明
聖
諭
を
引
用
し
、「
順
治
六
諭
」
と
名
付
け
て
全
国
に
頒
布
し
た
。

一
八
年
後
（
一
六
七
〇
）、
そ
れ
に
基
づ
き
、
康
熙
帝
は
孝
行
・
和
睦
・
勤
勉
な
ど
を

説
く
勅
諭
一
六
か
条
を
頒
布
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
清
聖
諭
「
康
熙
十
六
諭
」
が
清
朝

庶
民
教
化
の
舞
台
に
登
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、次
の
通
り
で
あ
る
。

敦
孝
弟
以
重
人
倫
、
篤
宗
族
以
昭
雍
睦
、
和
郷
党
以
息
争
訟
、
重
農
桑
以

足
衣
食
、
尚
節
倹
以
惜
財
用
、
隆
学
校
以
端
士
習
、
黜
異
端
以
崇
正
学
、
講

法
律
以

愚
頑
、
明
礼
譲
以
厚
風
俗
、
務
本
業
以
定
民
志
、
訓
子
弟
以
禁
非

為
、
息
誣
告
以
全
善
良
、
誡
匿
逃
以
免
株
連
、
完
銭
糧
以
省
催
科
、
連
保
甲

以
弭
盗
賊
、
解
讐
忿
以
重
身
命②
。

清
聖
諭
の
一
六
か
条
は
全
て
同
じ
文
型
で
構
成
さ
れ
、
す
で
に
狩
野
直
喜
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、「
首
の
三
字
、
即
ち
第
一
條
に
つ
き
て
い
へ
ば
、
敦
孝
弟
が
行
の

目
で
あ
つ
て
以
重
人
倫
が
其
行
の
結
果
と
な
つ
て
ゐ
る③
」
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

明
聖
諭
と
異
な
り
、「
康
熙
十
六
諭
」
は
そ
の
第
六
、
七
条
「
隆
学
校
以
端
士
習
、
黜

異
端
以
崇
正
学
」
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
庶
民
だ
け
で
な
く
、
知
識
人
の
学
問
的

営
為
に
つ
い
て
規
制
し
、
知
識
人
を
統
括
す
る
こ
と
を
一
つ
の
狙
い
と
し
た
こ
と
に

特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
、
毎
月
朔
望
、「
康
熙
十
六
諭
」
が
白
話
俚
語
で
庶

民
に
講
釈
さ
れ
た
ほ
か
、
科
挙
試
験
の
科
目
と
さ
れ
、
広
く
普
及
し
た
。

帝
位
を
引
き
継
い
だ
雍
正
帝
は
雍
正
二
年（
一
七
二
四
）に
学
士
に「
康
熙
十
六
諭
」

の
注
釈
を
命
令
し
、
自
ら
校
閲
し
た
。
そ
の
結
果
、
注
釈
本
『
聖
諭
広
訓
』
と
い
う

書
物
が
頒
布
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
書
は
一
六
か
条
の
聖
諭
に
、
一
か
条
に

つ
き
約
六
〇
〇
字
の
註
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
編
の
総
計
が
一
万
字
で
あ
る
た

め
、『
聖
諭
万
言
訓
』『
万
言
訓
』
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
書
も
科
挙
の
必

読
書
と
さ
れ
、
清
末
ま
で
「
康
熙
十
六
諭
」
と
と
も
に
、
歴
代
皇
帝
に
よ
っ
て
繰
り

寛
政
期
に
お
け
る
清
聖
諭
の
受
容

―
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
の
成
立
・
講
釈
と
懐
徳
堂
知
識
人

―

殷　
　
　

暁　

星
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返
し
頒
布
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
清
聖
諭
に
つ
い
て
、
中
国
学
の
分
野
で
は
膨
大
な
研
究
蓄
積
が

あ
る
。
周
振
鶴
は
、
世
界
中
で
み
ら
れ
る
清
聖
諭
解
説
書
を
選
別
し
、『
上
諭
十
六
条

直
解
』
な
ど
の
一
六
種
を
、
清
聖
諭
の
条
目
毎
に
羅
列
し
、
そ
の
文
体
・
解
説
の
特

徴
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
自
身
の
清
聖
諭
に
対
す
る
認
識
の
差
を
鮮
明
に
提
示
し
た

④
。酒
井
忠
夫
・
阿
部
泰
記
ら
は
聖
諭
宣
講
文
献
と
善
書
文
化
・
唱
導
文
化
の
関
連
性

に
つ
い
て
考
察
し
た⑤
。
井
上
徹
・
常
建
華
ら
は
清
初
の
政
治
文
化
と
結
び
付
け
て
清

聖
諭
を
検
討
し
、
そ
の
孝
治
中
心
主
義
的
な
性
格
を
明
ら
か
に
し
た⑥
。

享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）、『
聖
諭
広
訓
』
は
長
崎
経
由
で
日
本
に
伝
わ
り
、
天
明

九
年
（
一
七
八
八
）、
懐
徳
堂
知
識
人
の
積
極
的
な
活
動
の
下
で
、『
聖
諭
広
訓
』
が
和

刻
・
講
釈
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
本
書
の
伝
来
や
版
行
に
つ
い
て
は
、
交
流
史
・
書
誌

学
の
分
野
か
ら
、
大
庭
脩
に
よ
っ
て
一
定
程
度
整
理
さ
れ
た
が
、
日
本
に
お
け
る
清

聖
諭
の
受
容
と
変
容
に
関
す
る
研
究
の
蓄
積
は
少
な
い⑦
。
学
界
で
は
明
聖
諭
（
主
に

『
六
諭
衍
義
』『
六
諭
衍
義
大
意
』
な
ど
の
「
六
諭
」
関
係
書
）
と
は
違
っ
て
、
も
と
よ
り

清
聖
諭
は
日
本
で
は
影
響
が
な
か
っ
た
と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
酒
井
も

「
江
戸
時
代
の
日
本
で
は
、『
六
諭
衍
義
』
に
よ
っ
て
明
の
六
諭
は
受
入
れ
ら
れ
、
日

本
文
化
に
影
響
す
る
こ
と
大
で
あ
っ
た
が
、『
聖
諭
広
訓
』
一
六
条
は
日
本
文
化
に
受

容
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た⑧
」
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
育
史
の
分
野
で
は

教
育
勅
語
の
成
立
に
、
清
聖
諭
は
模
範
的
作
用
を
果
た
し
た
と
評
価
し
て
い
る⑨
。
す

な
わ
ち
、
近
世
日
本
と
無
縁
な
も
の
と
さ
れ
た
清
聖
諭
は
、
そ
の
一
方
で
は
、
明
治

以
降
一
躍
国
民
精
神
に
莫
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
研
究
分
野
に
よ
っ
て
、
大
き
な
断
絶
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い
。

思
想
史
の
視
野
か
ら
近
世
日
本
に
お
け
る
清
聖
諭
の
影
響
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
み
ら
れ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
陶
徳
民
が
早
い
段
階
か
ら
、『
聖
諭

広
訓
』
の
渡
来
以
降
、
和
刻
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
系
統
的
に
整
理
し
、
当
書
の
和

刻
を
め
ぐ
る
知
識
人
の
論
争
に
つ
い
て
紹
介
し
た⑩
。
近
年
、
眞
壁
仁
は
近
世
後
期
の

「
政
教
」
問
題
を
検
討
す
る
際
、「
幕
府
に
よ
る
「
政
教
一
致
」
の
試
み⑪
」
の
一
つ
と

し
て
、享
保
期
の
『
六
諭
衍
義
』
和
解
と
天
明
期
の
『
聖
諭
広
訓
』
和
刻
を
捉
え
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
懐
徳
堂
を
代
表
と
す
る
寛
政
期
の
文
教
政
策
に
か
か
わ
っ
た
知
識

人
た
ち
は
、
清
聖
諭
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ま
た
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
知

見
と
し
て
消
化
し
て
き
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が
残
さ
れ

て
い
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
懐
徳
堂
と
『
聖
諭
広
訓
』
の
和
刻
に
関
す
る
研
究

は
、
竹
山
を
中
心
と
し
て
き
た
が⑫
、
懐
徳
堂
内
部
の
『
聖
諭
広
訓
』
読
解
を
よ
り
全

面
的
に
捉
え
、
詳
細
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
念
頭

に
、
中
井
竹
山
と
中
井
履
軒
の
清
聖
諭
認
識
を
素
材
に
、
当
該
期
知
識
人
層
に
お
け

る
清
聖
諭
受
容
の
一
側
面
を
解
明
し
た
い
。

一　

清
聖
諭
の
渡
来
と
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
の
成
立

「
康
熙
十
六
諭
」
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
か
、
こ
れ
に
関
す
る
記

録
は
ま
だ
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
の
程
順
則
版
『
六
諭

衍
義
』
に
は
、
巻
頭
に
「
康
熙
十
六
諭
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

程
順
則
版
『
六
諭
衍
義
』
が
薩
摩
を
通
じ
て
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に
将
軍
吉
宗
に

献
上
さ
れ
た
時
に
、す
で
に
「
康
熙
十
六
諭
」
は
近
世
日
本
の
知
識
人
（
少
な
く
と
も

鳩
巣
・
荻
生
徂
徠
な
ど
『
六
諭
衍
義
』
の
和
解
に
参
与
し
た
人
々
）
に
知
ら
れ
て
い
た
可
能

性
が
非
常
に
高
い
。
ま
た
、
享
保
一
一
年
、
す
な
わ
ち
雍
正
帝
が
頒
布
し
て
か
ら
わ

ず
か
二
年
後
に
は
、『
聖
諭
広
訓
』
は
長
崎
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

楓
山
文
庫
の
書
籍
目
録
に
よ
れ
ば
、『
聖
諭
広
訓
』
だ
け
で
な
く
、
清
朝
聖
諭
宣
講
に

最
も
よ
く
使
わ
れ
た
聖
諭
関
係
書
の
『
聖
諭
像
解
』
も
、
前
者
と
と
も
に
楓
山
文
庫

に
お
さ
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る⑬
。

渡
来
し
て
か
ら
約
六
〇
年
後
、
大
坂
の
書
肆
は
篆
刻
家
曾
谷
学
川
（
一
七
三
八
―
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一
七
九
七
）
を
介
し
て
懐
徳
堂
当
主
竹
山
に
序
を
依
頼
し
、天
明
九
年⑭
に
和
刻
『
聖
諭

広
訓
』
を
上
梓
し
た
。
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、明
治
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、

日
本
に
現
存
す
る
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
及
び
関
係
書
は
、
琉
球
版
二
種
（
下
記
③
④
）

を
含
め
、
全
部
で
次
の
四
種
あ
る
。

①　

 『
聖
諭
広
訓
』（
清
）
世
宗
撰
、
竹
山
序
、
菱
川
岡
山
跋
、
天
明
九
年
、
京
中

野
宗
左
衛
門
・
江
戸
山
崎
金
兵
衛
・
大
坂
赤
松
九
兵
衛
・
大
坂
浅
野
弥
兵
衛

蔵
板
、
浪
華
書
房
星
文
堂
小
雅
堂
梓
行
。

②　
『 

聖
諭
』
有
尚
書
苑
主
人
抄
録
、
出
版
年
不
詳
。『
聖
諭
広
訓
』
第
一
条
、
第

六
条
の
み
収
録
。

③　

 『
聖
諭
広
訓
大
意
』
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
上
梓
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）

発
行
。

④　

  『
聖
諭
広
訓
大
意
』、
出
版
年
不
詳
。

こ
の
う
ち
、
①
の
浪
華
書
房
版
『
聖
諭
広
訓
』、
す
な
わ
ち
竹
山
序
本
は
、
現
存
冊
数

が
最
も
多
い
、主
流
と
な
っ
た
版
本
で
あ
る
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
西
田
幹
治

郎
に
よ
っ
て
模
写
さ
れ
た
も
の
も
残
さ
れ
て
い
る
（
九
州
大
学
西
田
文
庫
蔵
）。
ま
た
、

本
書
扉
に
「
聖
諭
広
訓
国
字
解
全
三
冊
追
刊
、
聖
諭
広
訓
大
意
ひ
ら
が
な
全
二
冊
追

刊
」（『
聖
諭
広
訓
』）
の
広
告
が
あ
り
、
平
仮
名
版
な
ど
の
追
刊
予
定
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
実
際
に
出
版
に
至
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る⑮
。

二　
「
刻
聖
諭
広
訓
序
」
か
ら
み
る
中
井
竹
山
の
清
聖
諭
認
識

和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
の
成
立
及
び
そ
れ
を
め
ぐ
る
竹
山
の
営
み
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
陶
の
研
究
で
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
き
た
。
陶
の
指
摘
に
よ
る
と
、
こ
の
書
は
民

版
の
形
で
、
書
肆
が
先
に
出
版
計
画
を
立
て
、「
書
賈
之
謀
利
」（「
刻
聖
諭
広
訓
跋
」）

か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
書
肆
が
利
益
を
上
げ
る
こ
と
を
も
く
ろ
み
、
本
書
の
和
刻

を
促
し
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
と
い
う
。

懐
徳
堂
当
主
竹
山
は
、
書
肆
の
要
求
に
応
え
、
序
を
起
こ
し
た
だ
け
で
な
く
、
さ

ら
に
、
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
の
上
梓
し
た
直
後
に
、「
新
刻
聖
諭
広
訓
一
部
、
越
中
公

へ
献
上
、
一
部
は
相
模
侯
へ
献
上
、
一
部
は
豊
前
侯
へ
献
上⑯
」
し
た
。
で
は
、
彼
は

ど
の
よ
う
に
『
聖
諭
広
訓
』
を
捉
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
。「
刻
聖
諭
広
訓
序
」
を
通
し

て
、
竹
山
の
『
聖
諭
広
訓
』
解
読
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

「
刻
聖
諭
広
訓
序
」
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

府
人
或
翻
刻
聖
諭
広
訓
。
价
曽
應
聖
。
請
序
於
予
。
予
危
坐
正
襟
曰
。
於

戯
海
外
康
熙
雍
正
間
。
體
信
達
順
之
徳
。
務
本
敦
實
之
道
。
殆
乎
出
於
漢
唐

令
主
之
右
。
其
諭
條
十
六
訓
言
一
萬
。
切
近
懇
到
。
寔
為
提
耳
之
誨
焉
。
吾

邦
享
保
年
。
維
新
之
業
。
乃
有
六
諭
衍
義
之
官
刻
。
申
布
以
大
意
之
撰
。
為

得
大
舜
取
於
人
以
為
善
之
意
。
今
也
国
家
。
克
繩
祖
武
。
廟
堂
有
人
。
海
内

歌
之
則
民
間
斯
刻
。
亦
為
能
承
徳
意
者
。
前
日
二
書
之
譯
言
国
字
。
肯
便
乎

盲
俗
。
今
日
文
教
滋
振
。
則
斯
編
正
文
。
俗
間
亦
徃
々
誦
讀
通
暁
焉
。
是
皆

家
告
戸
喩
者
。
可
以
助
風
化
也
。
抑
海
之
内
外
当
初
韃
櫜
。
年
歴
既
相
接
近
。

今
我
天
明
。
輿
彼
乾
隆
。
治
教
又
相
輝
映
。
豈
不
美
乎
哉
。
彼
匪
冠
裳
之
類
。

我
匪
赤
縣
之
區
。
而
其
致
隆
治
。
則
同
有
三
代
之
遺
。
豈
不
奇
乎
哉
。
今
閭

閻
細
人
。
而
従
事
於
斯
挙
。
亦
隆
治
之
化
使
然
耳
。
予
皆
深
有
感
焉
。
遂
序

而
授
之
。

天
明
八
年
戊
申
季
冬
（『
聖
諭
広
訓
』
上
、
一
丁
オ
―
三
丁
オ
）

陶
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
序
文
に
お
い
て
、「
竹
山
は
よ
く
対
比
の
手
法
で
当

代
の
時
勢
を
論
じ
て
い
る
」。
そ
れ
は
す
な
わ
ち「
清
代
中
国
・
徳
川
時
代
の
日
本
と

古
代
中
国
と
の
対
比
」
で
あ
る⑰
。
次
は
、
陶
の
指
摘
に
基
づ
き
、
こ
の
序
文
を
よ
り

詳
し
く
考
察
す
る
。
序
文
に
、
明
晰
な
時
間
軸
が
二
つ
み
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
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享
保
―
「
維
新
」
―
『
六
諭
衍
義
』
↓
天
明
―
「
文
教
滋
振
」
―
『
聖
諭
広
訓
』

の
よ
う
に
、
現
在
（
天
明
）
を
享
保
の
時
期
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
同
じ
く

改
新
の
時
期
に
あ
っ
て
、『
聖
諭
広
訓
』
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
は
『
六
諭
衍
義
』
を
和

解
し
て
頒
布
す
る
こ
と
と
同
じ
意
味
を
持
つ
と
竹
山
は
主
張
し
た
。
竹
山
は
、
松
平

定
信
の
施
政
方
針
に
呼
応
し
、「
定
信
の
政
見
に
対
す
る
強
い
共
感
と
時
勢
に
対
す
る

深
い
識
見
」
に
よ
っ
て
、「
享
保
維
新
・
中
興
論
」
を
唱
え
た⑱
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に

基
づ
き
、「
文
教
」
に
お
い
て
は
、
享
保
の
『
六
諭
衍
義
』
と
『
聖
諭
広
訓
』
を
対
応

さ
せ
た
。
も
う
一
つ
は
、

　
「
康
熙
雍
正
間
」
＝
漢
唐
―
「
諭
條
十
六
訓
言
一
萬
」
↓
乾
隆
―
「
致
隆
治
」

と
い
う
、
清
朝
に
対
す
る
把
握
で
あ
る
。
康
熙
・
雍
正
両
帝
は
、「
漢
唐
令
主
」
と
並

べ
ら
れ
る
明
君
で
あ
り
、
康
熙
雍
正
期
に
頒
布
さ
れ
た
「
康
熙
十
六
諭
」
と
『
聖
諭

広
訓
』
は
、
現
在
の
乾
隆
期
の
泰
平
天
下
を
導
い
た
と
説
明
し
、
清
聖
諭
の
教
化
に

お
け
る
機
能
を
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
時
間
軸
に
、対
偶
の
修
辞
法
を
持
ち
、

空
間
軸
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
と
清
朝
を
結
び
付
け
、
同
時
空
で
語
れ
る

よ
う
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
海
外
康
熙
雍
正
間
」
―
「
殆
乎
出
於
漢
唐
令
主
之
右
」
―
「
諭
條
十
六
訓
言
一
萬
」

　
　
　

↔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↔　
　
　
　
　
　
　
　
　

↔

「
吾
邦
享
保
年
」
―
「
得
大
舜
取
於
人
以
為
善
之
意
」
―
『
六
諭
衍
義
』

　

清　

 

―
「
匪
冠
裳
之
類
」
―
「
彼
乾
隆
」

　

↔ 　
　
　
　
　

↔　
　
　
　
　
　

↔

日
本
―
「
匪
赤
縣
之
區
」
―
「
我
天
明
」

「
海
外
」
の
康
熙
雍
正
期
と
「
吾
邦
」
の
「
享
保
年
」
が
対
応
し
、い
ず
れ
も
明
君
・

賢
相
の
出
現
を
特
徴
と
す
る
。
康
熙
・
雍
正
・
徳
川
吉
宗
は
、
い
ず
れ
も
教
化
を
重

視
し
、
そ
の
時
に
用
い
た
教
訓
書
こ
そ
明
清
聖
諭
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
匪
冠
裳
之

類
」
＝
清
と
、「
匪
赤
縣
之
區
」
＝
日
本
を
、
同
じ
く
「
中
華
」
で
な
い
地
域
と
し
て

捉
え
た
上
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
「
夷
」
は
、
天
明
期
と
乾
隆
期
の
「
年
歴
既
相
接

近
」「
治
教
又
相
輝
映
」、
と
も
に
「
隆
治
」
に
致
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
理
由
を
、

明
清
聖
諭
を
活
用
し
た
前
例
に
帰
結
さ
せ
た
。
ゆ
え
に
、
竹
山
に
と
っ
て
清
と
同
じ

く
「
三
代
之
遺
」
を
有
す
る
天
明
九
年
の
日
本
で
、『
聖
諭
広
訓
』
を
刊
行
し
、
そ
れ

を
庶
民
教
化
に
用
い
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

三　
『
聖
諭
広
訓
』
講
釈
か
ら
み
る
中
井
履
軒
の
清
聖
諭
認
識

以
上
の
竹
山
の
清
聖
諭
認
識
の
下
で
、
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
は
当
該
期
の
日
本
の

文
教
に
適
切
な
も
の
と
さ
れ
、
本
書
の
出
版
に
か
か
わ
っ
た
懐
徳
堂
を
中
心
と
す
る

知
識
人
の
中
で
広
が
っ
た
。
竹
山
の
弟
履
軒
は
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
に
つ
い
て
講
釈

を
行
っ
た
。
そ
の
講
釈
の
様
子
に
つ
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

『
聖
諭
広
訓
聞
書
』（
以
下
『
聞
書
』
と
略
す
）
と
い
う
史
料
を
素
材
に
検
討
し
て
み
た

い
。本

史
料
は
記
録
者
な
ど
不
詳
だ
が⑳
、
陶
の
考
察
に
よ
る
と
、
履
軒
に
よ
る
『
聖
諭

広
訓
』
講
釈
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
の
表
題
か
ら

竹
山
の
序
、
そ
し
て
本
文
、
最
後
の
跋
ま
で
、
一
句
ず
つ
詳
細
に
講
釈
し
て
い
る㉑
。

ま
た
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
に
あ
る
「
尊
良
」（『
聖
諭
広
訓
』
上
、
一
丁
ウ
）
の
言
葉
に

対
し
て
「
尊
ハ
莫
ノ
誤
字
也
」（『
聞
書
』
三
丁
ウ
）
と
い
う
よ
う
な
、
翻
刻
中
に
現
れ

た
誤
字
の
訂
正
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
訂
正
か
ら
み
る
と
、
履

軒
の
講
釈
は
、
天
明
九
年
の
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
刊
行
直
後
に
行
わ
れ
た
か
と
考
え

ら
れ
る
。
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『
聞
書
』
で
は
『
聖
諭
広
訓
』
の
由
緒
、「
郷
党
」「
族
」
な
ど
比
較
的
に
難
解
な
言

葉
を
中
心
に
、
逐
字
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
聖
諭
広
訓
』
各
章
の
冒
頭

に
お
か
れ
た
「
康
熙
十
六
諭
」
の
各
箇
条
に
つ
い
て
平
易
な
説
明
を
施
し
て
い
る
。

例
え
ば
、「
敦
孝
弟
以
重
人
倫
」
に
つ
い
て
、「
孝
行
弟
道
ヲ
ア
ツ
ク
手
厚
ク
シ
テ
。

以
テ
人
倫
。
人
ノ
タ
グ
イ
ノ
五
倫
ノ
道
ヲ
ヲ
モ
ン
ジ
。
大
切
ニ
ス
ベ
キ
事
ト
也
」（『
聞

書
』
七
丁
オ
）
と
あ
り
、
ま
た
は
、「
篤
宗
族
以
昭
雍
睦
」
を
「
宗
族
ノ
一
家
一
門
ヲ

手
ア
ツ
ク
シ
テ
以
テ
ヤ
ワ
ラ
ゲ
ム
ツ
マ
ジ
ク
ス
ル
事
ヲ
ハ
ツ
キ
リ
ト
明
カ
ニ
セ
ヨ
ト

也
」（『
聞
書
』
九
丁
ウ
）
と
説
明
し
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
民
衆
だ
け
で
な
く
、
知
識
人
も
規
制
の
対
象
と
し
た
こ
と
が
、

清
聖
諭
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、こ
こ
で
は
、特
に
民
衆
教
化
に
お
け
る
学
校
・

知
識
人
の
役
割
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
た
『
聖
諭
広
訓
』
の
第
六
条
「
隆
学
校
以

端
士
習
」
と
第
七
条
「
黜
異
端
以
崇
正
学
」
の
二
か
条
に
つ
い
て
の
履
軒
の
講
釈
を

み
て
み
よ
う
。
履
軒
は
こ
の
二
か
条
に
つ
い
て
詳
し
く
講
釈
し
、
清
聖
諭
の
学
校
・

知
識
人
論
を
自
ら
の
知
識
人
観
に
も
投
影
し
て
い
る
。『
聖
諭
広
訓
』
第
七
条
「
隆
学

校
以
端
士
習
」
で
は
、

隆
学
校
以
端
士
習
。
古
者
家
有
塾
。
郷
有
庠
。
州
有
序
。
国
有
学
。
固
無

人
不
在
所
教
之
中
。
専
其
督
率
之
地
。
董
以
師
儒
之
官
。
所
以
成
人
才
而
厚

風
俗
。
合
秀
頑
強
懦
使
之
帰
於
一
致
也
。
我
聖
祖
仁
皇
帝
寿
考
作
人
。
特
隆

学
校
。
凡
所
以
養
士
之
恩
。
教
士
之
法
。
無
不
備
至
。
蓋
以
士
為
四
民
之
首
。

人
之
所
以
待
士
者
重
。
則
士
之
所
以
自
待
者
益
不
可
軽
。
士
習
端
而
後
郷
党

視
為
儀
型
。
風
俗
由
之
表
率
。
務
令
以
孝
弟
為
本
。
才
能
為
末
。
器
識
為
先
。

文
芸
為
後
。
所
読
者
皆
正
書
。
所
交
者
皆
正
士
。
確
然
於
礼
儀
之
可
守
。〔
中

略
〕
凡
以
為
興
賢
育
才
。
化
民
成
俗
計
也
。
然
学
校
之
隆
。
固
在
司
教
者
有

整
斉
厳
粛
之
規
。〔
中
略
〕士
品
果
端
。
而
後
発
為
文
章
非
空
虚
之
論
。
見
之

施
為
非
浮
薄
之
行
。
在
野
不
愧
名
儒
者
。
在
国
即
為
良
臣
。
所
系
顧
不
重
哉
。

〔
中
略
〕
氓
之
蚩
蚩
亦
可
以
礼
義
為
耕
耘
。
赳
赳
武
夫
亦
可
以
詩
書
為
甲
胄
。

一
道
同
風
之
盛
。
将
複
見
於
今
日
矣
。（『
聖
諭
広
訓
』
上
、一
四
丁
オ
―
一
六
丁

オ
）

と
、
士
の
身
分
及
び
学
校
の
役
割
を
述
べ
、
士
は
品
行
を
正
し
く
し
、
万
民
の
模
範

と
な
り
、
学
校
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
異
端
」
を
排
除
し
、
万
民
「
一
道

同
風
之
盛
」
を
迎
え
る
教
化
理
念
を
述
べ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
履
軒
は
ま
ず
「
隆
学
校
以
端
士
習
」
の
諭
条
を
「
学
校
ヲ
サ
カ

ン
ニ
シ
テ
以
テ
学
士
ノ
習
ヒ
ナ
ロ
ウ
テ
ス
ル
風
俗
ヲ
タ
ヾ
シ
ク
セ
ヨ
ト
也
」（『
聞
書
』

一
九
丁
ウ
）
と
簡
単
に
説
明
し
た
。
次
に
「
士
之
所
以
自
待
」
の
一
句
に
、「
士
ハ
学

者
ヲ
云
フ
也
」（『
聞
書
』
二
〇
丁
オ
）
と
説
明
を
加
え
た
。
い
ず
れ
も
「
士
」
と
い
う

言
葉
を
使
わ
ず
、
代
わ
り
に
「
学
士
」「
学
者
」
と
「
士
」
を
定
義
し
た
。『
聖
諭
広

訓
』
は
「
以
士
為
四
民
之
首
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
履
軒
が
「
士
」
を
学
者
と
し

て
解
し
た
こ
と
は
、
清
の
皇
帝
の
聖
諭
を
借
り
て
、
知
識
人
の
身
分
に
対
す
る
理
解

を
も
述
べ
て
い
た
。
そ
し
て
、「
士
」
＝
「
学
者
」
の
民
に
対
す
る
模
範
的
役
割
に
つ

い
て
、
彼
は
『
聖
諭
広
訓
』
に
従
っ
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

為
儀
型
ハ
。
型
ハ
土
ノ
イ
カ
タ
也
。
法
ト
ス
ル
ヲ
云
フ
也
。
学
者
ヲ
視
テ

儀
法
式
ト
ス
ル
ト
也
。
由
之
表
率
ハ
。
表
ハ
ア
ラ
ハ
シ
見
セ
ル
也
。
率
ハ
法

式
也
。
民
ノ
風
俗
ハ
学
士
ノ
表
目
当
法
式
ニ
ヨ
ツ
テ
、
ヨ
ク
ナ
ル
ト
也
。
確

然
ハ
カ
タ
キ
也
。
礼
義
ノ
守
ル
可
キ
所
ヲ
カ
タ
ク
ト
リ
守
ル
也
。〔
中
略
〕士

品
果
端
ハ
学
者
ノ
品
果
タ
シ
ラ
チ
ア
ケ
テ
、
タ
ヾ
シ
ク
シ
テ
ト
也
。
有
野
不

名
儒
者
ハ
。
野
民
間
ニ
ア
ツ
テ
名
ア
ル
儒
者
ト
人
ト
ヨ
リ
云
ハ
レ
テ
モ
、

ハ
ヂ
ザ
ル
者
ハ
ト
也
。（『
聞
書
』
二
〇
丁
オ
―
二
一
丁
オ
）

と
、
民
間
知
識
人
を
含
む
全
て
の
「
学
者
」
の
役
割
と
は
、「
風
俗
」「
儀
」
な
ど
、
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あ
ら
ゆ
る
面
で
民
の
模
範
と
な
り
、
民
の
「
風
俗
」
を
よ
く
導
く
こ
と
で
あ
る
と
説

い
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
役
割
は
、
逆
に
知
識
人
に
対
し
て
、
厳
し
く
自

省
す
る
こ
と
も
要
求
す
る
。
つ
ま
り
、
知
識
人
の
役
割
は
、
郷
校
・
藩
校
・
私
塾
・

教
諭
所
な
ど
、
各
レ
ベ
ル
の
教
化
機
関
を
指
す
「
学
校
」
を
通
し
て
果
た
さ
れ
る
。

「
学
校
」
は
全
て
の
民
を
包
括
し
て
い
る
。
知
識
人
―
「
学
校
」
―
万
民
と
い
う
民
衆

教
化
の
構
造
で
、「
化
民
成
俗
」
を
遂
げ
、「
一
道
同
風
之
盛
」
に
達
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
か
か
る
構
造
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
果

た
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
知
識
人
た
ち
に
、
読
書
や
道
徳
的
自
省
、
そ
し
て
異
端
・

異
学
に
対
す
る
批
判
な
ど
の
義
務
を
与
え
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
知
識
人
と
し
て
批
判
す
べ
き
「
異
端
」
と
は
一
体
何
を
指
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
。「
康
熙
十
六
諭
」
と
『
聖
諭
広
訓
』
に
は
、第
六
条
と
第
七
条
に
お

い
て
、
仏
教
・
道
教
・
天
主
教
な
ど
の
「
異
端
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。『
聞
書
』

の
こ
の
二
章
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
履
軒
の
「
異
端
」
理
解
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、『
聖
諭
広
訓
』
第
六
条
「
隆
学
校
以
端
士
習
」
で
は
、「
否
或
躁
競
功
利
干

犯
名
教
。
習
乎
異
端
曲
学
而
不
知
大
道
。
鶩
乎
放
言
高
論
而
不
事
躬
行
。
問
其
名
則

是
。
考
其
実
則
非
矣
」（『
聖
諭
広
訓
』
上
、
一
四
丁
ウ
）
と
、
功
利
に
夢
中
に
な
り
、

「
名
教
」
を
犯
し
、「
異
端
曲
学
」
を
学
び
に
し
て
大
道
を
知
ら
ず
、「
高
論
狂
言
」
を

言
い
放
ち
な
が
ら
「
躬
行
」
し
な
い
、
名
ば
か
り
の
「
士
」
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い

る
。
こ
の
文
に
対
し
て
履
軒
は
、

曲
学
ハ
マ
ガ
リ
シ
学
問
也
。
鶩
乎
放
言
高
論
ハ
。
言
葉
ヲ
ハ
ナ
ツ
テ
、
ホ

シ
イ
マ
ヽ
ニ
云
ヒ
。
論
ヲ
高
ク
シ
テ
、
タ
ヾ
口
チ
ニ
大
言
ヲ
放
チ
。
高
論
ス

ル
学
問
ニ
ハ
セ
ユ
キ
テ
也
。
問
其
名
則
是
ハ
。
其
ノ
ウ
ハ
ム
キ
ノ
名
ノ
所
ヲ

ト
ヘ
バ
。
異
端
ノ
学
問
ヲ
ス
ル
者
モ
則
チ
是
ニ
テ
、
ヨ
キ
ヨ
ウ
ニ
見
ヘ
ル
ト

也
。（『
聞
書
』
二
〇
丁
ウ
）

と
、「
マ
ガ
リ
シ
学
問
」
を
し
、
ほ
し
い
ま
ま
に
言
い
、
高
論
を
言
い
放
ち
、
名
ば
か

り
の
人
を
「
異
端
ノ
学
問
ヲ
ス
ル
者
」
で
あ
る
と
断
言
し
た
。
つ
ま
り
、
異
端
を
学

ぶ
こ
と
は
、
本
来
、
功
利
に
夢
中
に
な
る
こ
と
、
高
論
大
言
を
言
い
放
つ
こ
と
な
ど

と
並
べ
て
、「
士
」
の
身
分
に
不
相
応
な
仕
草
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
し
た
『
聖

諭
広
訓
』
と
違
い
、
履
軒
は
こ
こ
で
功
利
を
追
求
、
高
論
を
す
る
な
ど
の
す
べ
て
を

「
異
端
ノ
学
問
ヲ
ス
ル
者
」
の
行
為
と
し
て
解
釈
し
た
。
か
か
る
解
釈
を
通
し
て
、批

判
す
る
対
象
を
不
学
の
「
士
」
か
ら
「
異
端
ノ
学
問
ヲ
ス
ル
者
」
に
変
更
し
た
の
で

あ
る
。

そ
も
そ
も
、
彼
の
い
う
「
異
端
」
と
は
、『
聖
諭
広
訓
』
の
中
の
定
義
と
一
致
す
る

の
か
。『
聖
諭
広
訓
』
に
お
い
て
、「
異
端
」
に
関
す
る
定
義
は
第
七
条
「
異
端
」
と

「
正
学
」に
関
す
る
条
目
に
み
ら
れ
る
。「
至
于
非
聖
之
書
。
不
経
之
典
。
驚
世
駭
俗
。

紛
紛
藉
藉
。
起
而
为
民
物
之
蠹
者
。
皆
為
異
端
」（『
聖
諭
広
訓
』
上
、
一
六
丁
ウ
）
と
、

正
学
に
相
対
し
、
世
間
を
驚
か
せ
混
乱
さ
せ
る
こ
と
、
民
万
物
を
喰
い
害
す
者
は
皆

「
異
端
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、仏
教
・
道
教
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に

言
及
し
て
い
る
。

自
古
三
教
流
伝
。
儒
宗
而
外
厥
有
仙
釈
。
朱
子
曰
。
釈
氏
之
教
。
都
不
管

天
地
四
方
。
只
是
理
会
一
个
心
。
老
氏
之
教
。
只
是
要
存
得
一
个
神
気
。
此

朱
子
持
平
之
言
。
可
知
釈
道
之
本
指
矣
。
自
遊
食
無
藉
之
輩
。
陰
窮
其
名
以

壊
其
術
。
大
率
假
災
祥
禍
福
之
事
以
售
其
誕
幻
無
稽
之
談
。
始
則
誘
取
貨
財

以
図
肥
己
。
漸
至
男
女
混
淆
聚
處
為
焼
香
之
会
。
農
工
廃
業
。
相
逢
多
語
怪

之
人
。
又
其
甚
者
。
奸
回
邪
慝
。
窜
伏
其
中
。〔
中
略
〕如
百
蓮
聞
香
等
皆
前

車
之
鑑
也
。
又
如
西
洋
教
宗
天
主

0

0

0

0

0

0

亦
属
不
経
。〔
中
略
〕夫
左
道
惑
衆
。
律
所

不
宥
。
師
巫
邪
術
。
邦
有
常
刑
。（『
聖
諭
広
訓
』
上
、
一
七
丁
オ
―
一
七
丁
ウ
、

傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
）
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儒
教
・
道
教
・
仏
教
三
教
は
、
古
へ
か
ら
伝
わ
っ
て
き
て
、
仏
教
は
「
心
」
を
「
理

会
」
し
、
道
教
は
「
神
気
」
を
「
存
」
ず
る
も
の
で
あ
る
と
定
義
づ
け
た
。
注
意
す

べ
き
は
、
こ
こ
で
仏
教
・
道
教
を
批
判
の
対
象
と
せ
ず
、
異
端
視
し
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。
儒
教
の
中
心
的
な
地
位
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
仏
教
、
道
教
に
対
し
て
、

徹
底
し
て
排
除
す
る
姿
勢
を
取
ら
ず
、
む
し
ろ
寛
容
な
態
度
を
示
し
た
。
そ
れ
は
雍

正
帝
を
は
じ
め
と
す
る
清
朝
歴
代
皇
帝
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
信
仰
の
背
景
に
も
か
か

わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
仏
教
・
道
教
の
「
本
指
」
か
ら
離
れ
、
そ
の
名
を

借
り
て
「
無
稽
」
な
話
を
売
る
こ
と
、
人
の
財
貨
を
騙
し
取
る
こ
と
な
ど
、
自
分
の

利
益
を
謀
る
「
遊
食
無
藉
之
輩
」
や
彼
ら
の
話
こ
そ
異
端
だ
と
明
言
し
、
容
赦
な
く

排
除
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
百
姓
は
こ
の
よ
う
な
異
端
の
説
に
だ
ま
さ
れ
、
農
工

を
廃
し
、
集
会
し
た
り
線
香
を
あ
げ
た
り
し
た
。
白
蓮
教
（
百
蓮
教
）・
天
主
教
な
ど

こ
そ
異
端
と
称
す
べ
き
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
・
道
教
の
「
本
指
」
か

ら
離
れ
た
も
の
と
し
て
の
異
端
は
「
左
道
」
と
呼
ば
れ
、
百
姓
を
惑
わ
す
た
め
、
律

法
に
よ
っ
て
取
り
締
ま
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

白
蓮
教
（
百
蓮
教
）・
天
主
教
な
ど
を
異
端
と
し
て
猛
烈
に
批
判
し
つ
つ
も
、
朱
熹

の
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
、
仏
教
・
道
教
自
身
を
批
判
し
な
い
。
清
聖
諭
に
お
け
る

か
か
る
曖
昧
な
姿
勢
は
、
履
軒
の
よ
う
な
寛
政
期
の
朱
子
学
者
に
と
っ
て
、
難
解
な

側
面
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
内
容
に
対
応
す
る
履
軒
の
講
釈
は
、
次
の
通
り
で
あ

る
。

三
教
流
伝
ハ
。
儒
仏
老
ノ
三
ツ
ノ
教
ヘ
ガ
流
レ
ツ
タ
ハ
ツ
テ
、
タ
レ
デ
モ

知
ル
ヨ
ウ
ニ
ナ
リ
シ
ト
也
。儒
宗
而
外
ハ
儒
道
ノ
宗
本
家
ト
ス
ル
学
問
ヨ
リ
。

而
シ
テ
外
カ
ノ
道
チ
也
。
不
管
天
地
四
方
ハ
。
管
ハ
ア
ヅ
カ
ル
也
。
天
地
四

方
ヲ
ア
ヅ
カ
ラ
ズ
ナ
ン
ト
モ
、
ヲ
モ
ハ
ズ
シ
テ
外
カ
モ
ノ
ニ
ス
ル
也
。
一
箇

神
気
ハ
ヒ
ト
ツ
ノ
神
気
ヲ
存
シ
得
ル
ヲ
要
ス
ル
也
。
游
食
無
藉
ハ
。
藉
ハ
帳

面
也
。
無
藉
ハ
帳
面
ニ
ナ
キ
帳
外
モ
ノ
ナ
リ
。
言
ロ
ハ
游
ヒ
ア
ル
キ
テ
食
シ
。

帳
面
ニ
ナ
キ
帳
外
者
ノ
也
。
竊
其
名
以
壊
其
術
ハ
。
其
ノ
釈
道
ノ
名
ヲ
ヌ
ス

ン
デ
以
テ
其
ノ
術
ヲ
ヤ
ブ
ル
也
。
售
其
誕
幻
無
稽
之
談
ハ
。
其
ノ
ミ
ダ
リ
ナ

ウ
ソ
ヲ
ツ
キ
、
幻
術
ノ
ア
ヤ
シ
キ
事
ヲ
ナ
シ
、
カ
ン
ガ
ヘ
ル
事
ナ
キ
談
論
ヲ

ウ
ツ
テ
也
。
男
女
混
淆
ハ
。
淆
ハ
ミ
ダ
レ
マ
ジ
ハ
ル
也
。
男
女
イ
ツ
シ
ヨ
ニ

混
雑
シ
。
マ
ジ
ハ
リ
ミ
ダ
ル
ヽ
ト
也
。
竄
伏
其
中
ハ
。
奸
マ
ガ
リ
テ
邪
マ
ニ

ア
シ
キ
ヲ
其
ノ
仏
法
ノ
中
チ
ニ
カ
ク
シ
伏
ス
ル
也
。〔
中
略
〕如
白
蓮
聞
香
等

教
ハ
。
此
ノ
時
キ
白
蓮
舎
ト
云
フ
舎
中
ヲ
ム
ス
ビ
テ
。
香
ヲ
キ
ヽ
法
談
セ
シ

事
ア
ル
也
。
其
ノ
白
蓮
社
ノ
党
ヲ
ム
ス
ン
デ
香
ヲ
聞
キ
会
ス
ル
等
ノ
ヲ
シ
ヘ

也
。
西
洋
教
主

0

0

0

0

天
主
ハ
。
西
洋
ハ
西
ノ
エ
ビ
ス
ニ
テ
天
竺
ヲ
云
フ
也
。
天
竺

ノ
教
ヘ
ノ
本
家
ノ
天
主
ノ
如
キ
也
。
天
主
ハ
切
支
丹
ヲ
云
フ
也
。〔
中
略
〕左

道
惑
衆
ハ
。
左
道
ハ
ヒ
ダ
リ
ノ
道
チ
ニ
テ
仏
法
ヲ
云
フ
也
。
左
道
仏
法
ノ
衆

人
ヲ
マ
ド
ハ
ス
也
。
師
巫
邪
術
ハ
。
師
巫
ハ
ミ
コ
カ
ン
ナ
ギ
也
。
邪
術
ハ
ヨ

コ
シ
マ
ナ
ル
術
也
。（『
聞
書
』
二
二
丁
オ
―
二
三
丁
オ
、傍
線
は
原
文
の
マ
マ
、傍

点
は
引
用
者
に
よ
る
）

こ
こ
に
は
、
白
蓮
教
（
百
蓮
教
・
白
蓮
舎
・
白
蓮
社
）・
天
主
教
に
対
す
る
説
明
の
他
、

履
軒
が
加
筆
し
た
独
自
の
解
釈
が
み
ら
れ
る
。『
聖
諭
広
訓
』
に
記
し
た
「
西
洋
教

宗
」
の
言
葉
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
せ
い
か
、
履
軒
は
そ
れ
を
「
西
洋
教
主
」
に
言

い
換
え
、
本
来
天
主
教
を
指
す
「
西
洋
教
宗
」
を
、「
西
洋
」（
＝
「
西
ノ
エ
ビ
ス
」
＝

天
竺
）
の
教
主
、
す
な
わ
ち
仏
教
と
し
て
捉
え
た
。
す
な
わ
ち
、「
西
洋
教
宗
天
主
」

を
「
西
洋
教
主
」（
＝
仏
教
）
と
「
天
主
」（
＝
「
切
支
丹
」）
の
両
者
を
指
す
言
葉
と
し

て
、
履
軒
は
理
解
し
て
い
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
履
軒
は
「
左
道
ハ
ヒ
ダ
リ
ノ
道
チ

ニ
テ
仏
法
ヲ
云
フ
也
。
左
道
仏
法
ノ
衆
人
ヲ
マ
ド
ハ
ス
也
」
と
、『
聖
諭
広
訓
』
の
仏

教
に
対
す
る
曖
昧
な
批
判
と
異
な
り
、
履
軒
は
民
を
惑
わ
す
「
左
道
」
＝
「
仏
法
」

と
明
言
し
て
い
る
。
彼
が
批
判
す
る
「
異
端
」
と
は
「
仏
法
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
来
、「
白
蓮
」「
天
主
」「
誕
幻
無
稽
之
談
」「
誘
取
貨
財
以
図
肥
己
」
な
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ど
を
包
摂
す
る
語
で
あ
っ
た
「
左
道
」
が
、
履
軒
の
理
解
と
言
い
回
し
に
よ
っ
て
、

「
仏
法
」
だ
け
を
指
す
よ
う
に
変
容
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
履
軒
の
い
う
「
仏
法
」

は
、『
聖
諭
広
訓
』
で
提
示
し
た
仏
法
の
「
本
指
」
か
ど
う
か
関
係
な
く
、
漠
然
と
し

た
「
仏
法
」
そ
の
概
念
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
講
釈
を
通
し
て
、
履
軒
は
清
朝
皇
帝

の
勅
諭
を
自
ら
の
排
仏
の
主
張
の
傍
証
と
し
た
。

お
わ
り
に

―
寛
政
期
に
お
け
る
清
聖
諭
の
受
容

以
上
、
清
聖
諭
に
対
す
る
竹
山
・
履
軒
の
理
解
に
つ
い
て
、
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』

の
序
文
及
び
そ
れ
に
つ
い
て
の
講
釈
を
通
し
て
検
討
し
て
き
た
。
竹
山
は
日
本
―
中

華
・
享
保
―
寛
政
と
い
う
空
間
的
、
時
間
的
対
比
関
係
に
お
い
て
、
清
聖
諭
の
果
た

せ
る
役
割
を
把
握
し
、『
聖
諭
広
訓
』
の
活
用
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
履

軒
は
清
聖
諭
に
見
ら
れ
る
民
衆
の
美
風
良
俗
の
勧
導
に
期
待
さ
れ
た
知
識
人
の
役
割

を
提
示
し
な
が
ら
、
仏
教
＝
「
左
道
」
と
い
う
『
聖
諭
広
訓
』
の
原
本
か
ら
逸
脱
し

た
解
釈
を
行
っ
た
。

清
聖
諭
を
め
ぐ
っ
て
竹
山
と
履
軒
と
の
間
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
起
こ
っ
た
か
。

そ
れ
を
直
接
に
示
し
た
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
懐
徳
堂
内
部
に
お
い
て
も
清

聖
諭
に
対
す
る
認
識
は
決
し
て
一
元
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

意
見
が
異
な
っ
た
と
し
て
も
、
寛
政
改
革
の
前
奏
と
い
え
る
天
明
〜
寛
政
期
の
社
会

変
動
に
対
応
し
、
こ
の
清
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
一
冊
の
教
訓
書
を
通
し
て
、
大
坂
学

問
の
中
心
に
立
つ
懐
徳
堂
の
知
識
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
日
本
と
清

朝
の
「
世
教
」
に
か
か
わ
る
一
連
の
動
き
に
つ
い
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
考
え
る
こ
と

で
、
自
ら
の
学
問
と
役
割
を
検
討
し
よ
う
と
し
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
時
点
で
、
す
で
に
耳
に
な
れ
た
明
聖
諭
『
六
諭
衍
義
』
を
継
承
す
る
の
で
は

な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
清
聖
諭
『
聖
諭
広
訓
』
を
和
刻
し
、
教
化
に
用
い
る
こ
と
を
必
要

と
し
た
の
も
、こ
の
よ
う
な
考
え
の
結
果
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、明
聖
諭
『
六

諭
衍
義
』
に
な
か
っ
た
清
聖
諭
の
学
者
・
学
校
に
関
す
る
内
容
が
、
必
要
と
さ
れ
、

庶
民
だ
け
で
な
く
「
士
」
を
視
野
に
入
れ
、「
黜
異
端
以
崇
正
学
」
を
主
張
し
た
清
聖

諭
は
竹
山
ら
の
知
識
人
に
共
鳴
を
引
き
起
こ
し
た
。
明
聖
諭
『
六
諭
衍
義
』
の
代
わ

り
に
、
民
衆
の
教
化
だ
け
で
な
く
、
知
識
人
の
思
想
統
括
に
清
聖
諭
『
聖
諭
広
訓
』

を
用
い
た
の
で
あ
る
。

和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
が
定
信
へ
献
上
さ
れ
た
こ
と
は
、
ど
れ
ほ
ど
幕
政
に
影
響
を

与
え
た
か
に
つ
い
て
、
な
お
精
緻
な
考
察
を
要
す
る
が㉒
、
竹
山
・
履
軒
は
『
聖
諭
広

訓
』
と
い
う
清
朝
皇
帝
の
諭
条
を
読
ん
だ
こ
と
を
、
彼
ら
の
主
張
の
背
景
の
一
つ
と

し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
清
聖
諭
の
和
刻
に
尽
力
し
、
そ
れ
を
民
衆
教
化
に
活
用

し
よ
う
と
し
た
懐
徳
堂
知
識
人
の
営
み
は
、
単
に
彼
ら
が
清
の
教
訓
・
政
策
を
模
倣

し
、
あ
る
い
は
清
の
一
方
的
な
影
響
を
受
け
た
結
果
で
は
な
く
、
履
軒
の
講
釈
に
現

れ
た
原
文
と
異
な
る
読
解
を
含
め
て
、
清
聖
諭
の
受
容
は
、
彼
ら
が
清
に
発
生
す
る

諸
現
象
を
観
察
し
確
認
し
な
が
ら
、
自
分
の
主
張
を
推
し
た
結
果
だ
と
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
時
に
清
の
聖
諭
に
彼
ら
な
り
の
解
釈
を
加
え
、
時
に
清
の
事
例
を

取
り
入
れ
、
自
分
の
論
拠
に
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
『
聖
諭
広
訓
』
の
和

刻
と
講
釈
を
通
し
て
、
明
確
に
み
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、『
聖
諭
広
訓
』
は
し
ば
ら
く
の
間
、
再
刊
の
動
き
が
み

ら
れ
ず
、
少
な
く
と
も
表
面
上
で
は
、
類
本
・
異
本
の
多
出
し
た
明
聖
諭
に
由
来
し

た
『
六
諭
衍
義
』
ほ
ど
人
気
を
博
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ㉓
。
特
に
履
軒
が

見
出
し
た
、
自
ら
の
排
仏
論
及
び
知
識
人
論
の
証
左
に
な
り
う
る
『
聖
諭
広
訓
』
の

性
格
は
、
懐
徳
堂
の
内
部
で
さ
え
、
さ
ほ
ど
共
鳴
が
み
え
な
か
っ
た
。
履
軒
の
高
弟

山
片
蟠
桃
は『
夢
ノ
代
』で「
貞
観
政
要
・
名
臣
言
行
録
・
牧
民
忠
告
・
聖
諭
広
訓
・

六
諭
衍
義
・
帝
範
・
臣
軌
等
ノ
書
、
ツ
ネ
ニ
坐
右
ヲ
キ
テ
コ
レ
ヲ
見
ル
ベ
シ
。
自
カ

ラ
得
ル
処
ア
ル
ベ
シ
」
と
述
べ
、こ
の
書
を
『
六
諭
衍
義
』
と
対
等
な
位
置
に
置
き
、

そ
の
「
世
教
ト
ナ
ル
コ
ト
」
の
価
値
を
評
価
し
た
が㉔
、
師
履
軒
の
「
発
見
」
し
た
上

記
の
『
聖
諭
広
訓
』
の
卓
越
し
た
点
を
言
及
し
な
か
っ
た
。
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
履
軒
は
清
聖
諭
を
咀
嚼
し
、
自
ら
の
理
論
と
し
て
消
化
し
、

履
軒
な
り
の
主
張
と
変
身
さ
せ
た
。
懐
徳
堂
知
識
人
た
ち
は
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
清
聖

諭
の
理
論
を
吸
収
し
た
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
個
々
の
受
容
に
つ

い
て
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
は
、
当
該
期
日
本
の
知
識
人
は
い
か
に
清
朝
の
政
治
の

あ
り
方
を
思
考
し
、
さ
ら
に
自
ら
の
学
問
と
実
践
に
組
み
込
も
う
と
し
た
か
な
ど
の

問
題
に
つ
な
が
る
課
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注①　
近
世
日
本
に
お
け
る
明
聖
諭
「
六
諭
」
の
渡
来
・
流
行
・
影
響
な
ど
に
つ
い
て
は
、

東
恩
納
寛
惇
「
六
諭
衍
義
伝
」（『
東
恩
納
寛
惇
全
集
（
八
）』
第
一
書
房
、
一
九
四
二

年
）、
石
川
謙
『
近
世
日
本
社
会
教
育
史
の
研
究
』（
青
史
社
、
一
九
七
六
年
）、
許

「
徳
川
日
本
に
お
け
る
「
六
諭
」
道
徳
言
説
の
変
容
と
展
開
」（『
東
京
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
紀
要
』
四
七
巻
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
、
数
多
く
の
研
究
が
あ
る
。

②　

素
爾
納
等
纂
修
「
欽
定
学
政
全
書
巻
七
四
」
沈
雲
龍
編
『
欽
定
学
政
全
書
』（
文
海

出
版
社
〔
台
北
〕、
一
九
六
八
年
）
一
五
五
三
―
一
五
五
四
頁
。

③　

狩
野
直
喜
「
聖
諭
広
訓
に
就
い
て
」（『
懐
徳
』
三
〇
号
、
一
九
五
五
年
）、
六
頁
。

④　

周
振
鶴
撰
集
、
顧
美
華
点
校
『
聖
諭
広
訓
：
集
解
与
研
究
』（
上
海
書
店
〔
上
海
〕、

二
〇
〇
六
年
）。

⑤　

酒
井
忠
夫
『
増
補
中
国
善
書
の
研
究
（
上
下
）』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
九
年
）。

阿
部
泰
記
『
宣
講
に
よ
る
民
衆
教
化
に
関
す
る
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
）

な
ど
。

⑥　

井
上
徹
「
清
朝
と
宗
法
主
義
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
六
号
、
一
九
九
七
年
）。
常
建

華
『
清
代
的
国
家
与
社
会
研
究
』（
人
民
出
版
社
〔
北
京
〕、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

⑦　

大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究

所
、
一
九
六
七
年
）。
同
『
江
戸
時
代
の
日
中
秘
話
』（
東
方
書
店
、
一
九
八
〇
年
）。

⑧　

酒
井
忠
夫
『
増
補
中
国
善
書
の
研
究
（
下
）』（
国
書
刊
行
会
、二
〇
〇
〇
年
）、四
五

頁
。

⑨　

海
後
宗
臣
『
教
育
勅
語
成
立
史
の
研
究
』（
私
家
版
、
一
九
五
六
年
）。
稲
田
正
次

『
教
育
勅
語
成
立
過
程
の
研
究
』（
講
談
社
、
一
九
七
一
年
）。
陶
徳
民
「
懐
徳
堂
学
の

研
究
」（
大
阪
大
学
博
士
論
文
、
一
九
九
一
年
）。
同
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』（
大

阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）。
拙
稿
「
日
本
近
代
初
等
道
徳
教
育
対
明
清
聖
諭
的

吸
収
与
改
写
」（『
世
界
歴
史
』〔
北
京
〕
二
〇
一
七
年
第
五
号
、
二
〇
一
七
年
）。

⑩　

前
掲
陶
徳
民
「
懐
徳
堂
学
の
研
究
」、
同
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』。

⑪　

眞
壁
仁
『
徳
川
後
期
の
学
問
と
政
治
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）、

一
三
頁
。

⑫　

前
掲
狩
野
直
喜
「
聖
諭
広
訓
に
就
い
て
」、前
掲
陶
徳
民
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』

は
そ
の
例
で
あ
る
。
狩
野
は
当
論
文
に
お
い
て
、和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
の
上
梓
に
つ
い

て
、
竹
山
の
営
み
を
中
心
と
し
て
紹
介
し
、
陶
も
竹
山
の
活
動
に
焦
点
を
絞
っ
た
。
ま

た
、
陶
は
履
軒
が
懐
徳
堂
で
講
義
を
開
き
、『
聖
諭
広
訓
』
を
講
釈
し
た
と
紹
介
し
た

が
、
具
体
的
な
分
析
を
せ
ず
に
と
ど
ま
っ
た
。

⑬　

渥
美
豊
次
郎
忠
篤
ほ
か
編
「
元
治
増
補
御
書
籍
目
録　

第
七
冊　

子
部　

儒
家
類
」

慶
応
二
年
〔
一
八
六
六
年
〕（
小
川
武
彦
・
金
井
康
編
『
徳
川
幕
府
蔵
書
目　

第
三
巻
』

ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
五
年
）、
二
一
頁
。
な
お
、
本
書
籍
目
録
が
作
成
さ
れ
る
前
に

は
、
昌
平
坂
学
問
所
か
ら
書
物
が
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、『
聖
諭
広
訓
』
も

本
来
学
問
所
に
あ
り
、の
ち
ほ
ど
譲
渡
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で

あ
る
。

⑭　

和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、浪
華
書
房
版
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
の

版
記
「
天
明
八
年
戊
申
秋
八
月
官
許
印
行
」
に
基
づ
き
、「
天
明
八
年
」
と
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、『
東
洋
文
庫
所
蔵
漢
籍
分
類
目
録
』
史
部
（
東
洋
文
庫
、
一
九
八
六
年
、

三
九
一
頁
）
で
は
「
天
明
九
年
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
を
め
ぐ
っ
て
、陶
は
次

の
よ
う
に
分
析
し
、
本
書
の
成
立
は
天
明
九
年
で
あ
る
と
主
張
す
る
。「
官
許
を
得
た

こ
と
は
、必
ず
し
も
直
ち
に
同
書
を
印
行
に
付
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
。〔
中
略
〕
竹
山
の
「
刻
聖
諭
広
訓
序
」
が
「
天
明
八
年
戊
申
季
冬
」
に
書
か
れ
、

ま
た
「
岡
山
処
士
菱
賓
」、す
な
わ
ち
菱
川
岡
山
の
「
跋
」
が
「
天
明
己
酉
孟
春
之
日
」

に
記
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。「
戊
申
季
冬
」
と
は
天
明
八
年
十
二
月
で
あ
り
、「
己
酉
孟

春
」
と
は
天
明
九
年
正
月
で
あ
っ
て
、
と
も
に
寛
政
改
元
が
お
こ
な
わ
れ
た
正
月

二
十
五
日
以
前
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、本
書
が
序
・
跋
の
そ
ろ
っ
た
か
た
ち
に
な
っ
た

の
は
、天
明
九
年
の
こ
と
に
ち
が
い
な
い
」（
前
掲
陶
徳
民
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』

一
六
七
頁
）。
筆
者
も
陶
の
説
に
賛
成
す
る
。

⑮　

高
岸
晃
夫
は
、『
聖
諭
広
訓
大
意
』
は
沖
縄
県
浦
添
図
書
館
に
現
存
す
る
と
述
べ
て
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い
る
（
高
岸
晃
夫
「
聖
諭
広
訓
札
記
」（『
千
里
山
文
学
論
集
』
八
〇
号
、
二
〇
〇
八

年
）。
し
か
し
、
両
者
が
同
一
物
で
あ
る
証
拠
は
な
い
。

⑯　

中
井
竹
山
『
学
校
公
務
記
録
』（『
懐
徳
』
一
九
三
五
年
一
三
号
）、
八
七
頁
。

⑰　

前
掲
陶
徳
民
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』、
一
七
一
―
一
七
二
頁
。

⑱　

同
前
、
一
七
三
―
一
七
四
頁
。

⑲　

前
掲
陶
徳
民
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』。

⑳　

講
義
を
行
っ
た
場
所
に
つ
い
て
、史
料
上
確
認
で
き
な
い
。
懐
徳
堂
ま
た
は
履
軒
の

私
塾
「
水
哉
館
」
で
行
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

㉑　

陶
は
『
聖
諭
広
訓
聞
書
』
に
原
文
第
七
条
、第
九
条
に
関
連
す
る
も
の
が
欠
如
し
て

い
る
と
指
摘
し
た
（
前
掲
陶
徳
民
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』、
一
八
三
頁
）
が
、
実

際
、
各
条
の
講
釈
を
み
る
と
、
第
七
条
は
第
六
条
に
、
第
九
条
は
第
八
条
に
合
併
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
講
釈
す
る
際
に
、
講
釈
者
の
理
解
に
よ
っ
て
こ

の
よ
う
に
講
じ
た
の
か
、そ
れ
と
も
単
な
る
記
録
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
は
不
明

で
あ
る
。

㉒　

陶
は
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
の
献
上
は
、
直
接
幕
政
に
影
響
を
与
え
た
と
推
測
し
、
さ

ら
に
、『
草
茅
危
言
』
の
作
成
時
期
と
合
わ
せ
て
、「
竹
山
は
序
の
作
成
を
頼
ま
れ
た
と

き
は
も
ち
ろ
ん
、
和
刻
本
が
出
た
あ
と
も
、
そ
の
『
聖
諭
広
訓
』
を
読
ん
だ
に
ち
が
い

な
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
、『
草
茅
危
言
』
上
巻
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
は
充

分
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」（
同
前
、
一
七
五
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

㉓　

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、す
で
に
陶
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
当
時
流
行
に
な
っ
た

正
名
論
の
風
潮
（
す
な
わ
ち
、
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』
に
お
け
る
清
の
「
聖
祖
」・「
聖

諭
」・「
皇
帝
」
等
の
呼
称
が
、そ
の
ま
ま
日
本
で
使
用
す
る
こ
と
の
当
否
を
め
ぐ
る
猪

飼
敬
所
と
竹
山
の
論
弁
を
代
表
と
さ
れ
た
、
当
時
の
日
本
の
自
己
認
識
の
台
頭
と
絡

ま
っ
た
思
潮
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
同
前
）。
し
か
し
一
方
で
は
、
明
聖
諭
（『
六
諭
衍

義
』）
の
隆
盛
と
対
比
的
に
、
清
聖
諭
（
和
刻
『
聖
諭
広
訓
』）
が
普
及
せ
ず
に
し
て
、

近
世
日
本
の
歴
史
舞
台
か
ら
静
か
に
消
え
て
い
っ
た
捉
え
方
は
、決
し
て
妥
当
と
は
言

え
な
い
。
後
程
、
備
中
・
美
作
の
代
官
早
川
正
紀
は
『
聖
諭
広
訓
』
を
参
照
し
、
管
下

の
農
民
教
化
の
た
め
に
『
久
世
条
教
』
を
作
成
し
、ま
た
そ
の
方
法
は
代
官
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
五
條
代
官
池
田
仙
九
郎
に
伝
わ
り
、『
聖
諭
広
訓
』
と
『
久
世
条

教
』
に
基
づ
き
、仙
九
郎
は
『
五
條
施
教
』
と
い
う
教
訓
書
を
作
成
し
た
な
ど
の
事
例

か
ら
み
れ
ば
、清
聖
諭
は
か
な
り
広
範
に
伝
え
亘
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
過
程
に

お
い
て
、『
聖
諭
広
訓
』「
康
熙
十
六
諭
」
な
ど
の
、
直
接
に
清
聖
諭
で
あ
る
性
格
を
示

す
タ
イ
ト
ル
が
隠
蔽
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
聖
諭
は
明
聖
諭
よ
り
、
地
方
の
民

衆
教
化
の
現
場
に
浸
透
し
た
こ
と
が
無
視
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、そ
れ
ら
の
清
聖
諭
の

活
用
は
、明
治
期
ま
で
に
継
続
さ
れ
て
い
く
。
近
世
民
衆
教
化
の
現
場
及
び
明
治
初
期

修
身
科
の
学
校
教
育
に
み
ら
れ
る
明
清
聖
諭
の
活
用
に
つ
い
て
は
、拙
論
「
近
世
日
本

地
方
庶
民
教
化
に
お
け
る
清
聖
諭
の
活
用
」（『
日
本
思
想
史
学
』
四
九
号
、二
〇
一
七

年
）、「
近
世
日
本
の
清
聖
諭
受
容
と
民
衆
教
化
」（『
歴
史
評
論
』
八
二
四
号
、二
〇
一
八

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

㉔　

山
片
蟠
桃
「
夢
ノ
代
」（
水
田
紀
久
・
有
坂
隆
道
校
注
『
富
永
仲
基
・
山
片
蟠
桃
』

〔
日
本
思
想
大
系
四
三
〕
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）、
四
四
三
―
四
四
四
頁
。

〔
史
料
引
用
一
覧
〕

清
世
宗
撰
『
聖
諭
広
訓
』
上
下
、
赤
松
九
兵
衛
ほ
か
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）、
関
西

大
学
図
書
館
蔵
。

記
録
者
不
詳
『
聖
諭
広
訓
聞
書
』
年
不
詳
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

〔
付
記
〕
本
研
究
はJS

P
S

科
研
費18K

12221

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。

（
本
学
専
門
研
究
員
）


